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令和元年度 赤坂地区版計画書に関する区民意識調査 報告 

 

１ 調査の目的と概要 

（１）調査の背景と目的 

港区は、区民により身近な場所で、多様な区民のニーズを把握し、責任をもって地域の

実情を踏まえた計画を策定し、施策を展開していくために、芝・麻布・赤坂・高輪・芝浦

港南の各総合支所を設置しています。 

港区基本計画は、全区的な計画である「分野別計画書」と総合支所別の「地区版計画

書」から構成されており、現行の「赤坂地区版計画書」では、地区の将来像を「未来に向

け共存できるまち 赤坂・青山 ～魅力あふれる国際都市へ～」と掲げ、その実現に向け、

地域の魅力をより高め、地域の課題や特性に応じて赤坂地区総合支所が独自に取り組むべ

き「地域事業」を計上しています。 

本調査は、地域事業や地域の課題についてのご意見やご要望をうかがい、新たな計画策

定の際の基礎資料とするために実施しました。 

 

（２）調査の概要 

・調査対象     港区赤坂・青山地域に住民登録する満18歳以上の男女 

・調査対象数    1,500 標本 

・対象の抽出方法  住民基本台帳からの無作為抽出 

・調査方法     郵送配布・郵送回収 

・調査期間     令和元年７月５日（金）～７月22日（月） 

・回収数      452 件 

・回収率      30.1％ 

 

（３）調査項目概要 

１．ご自身について 

２．赤坂地区における取組について 

３．あなたが生活する周辺の地域について 

 

（４）報告書の見方 

・図表中の「N」は、設問に対する回答者数を示しています。 

・集計は、小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位までを表示しているため、比率

（％）の合計が100％にならない場合があります。 

・回答の比率（％）は、その設問の回答者数を基数として算出しています。そのため、

複数回答の設問はすべての比率を合計すると100％を超える場合があります。 

・本文や図表中の選択肢表記は、必要に応じて語句を短縮・簡略化しています。 
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２ 調査結果 

 １ ご自身について 

問１ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

「女性」が 56.9％と最も多く、ついで「男性」が 41.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたの年齢をお答えください。（○は１つ） 

「45～49歳」が 13.1％と最も多く、ついで「50～54歳」が 10.2％、「55～59歳」が 9.3％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性

41.8%

女性

56.9%

無回答

1.3%

N=452

18、19歳

0.9%

20～24歳

2.4%
25～29歳

4.0%

30～34歳

7.3%

35～39歳

6.6%

40～44歳

8.2%

45～49歳

13.1%

50～54歳

10.2%

55～59歳

9.3%

60～64歳

7.3%

65～69歳

7.3%

70～74歳

8.2%

75～79歳

6.0%

80歳以上

8.2%

無回答

1.1%

N=452
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問３ あなたの国籍をお答えください。 （ご回答は任意です。） 

「日本」が 94.2％と最も多く、ついで「日本以外」が 3.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ ご職業についてお答えください。（○は１つ） 

「会社員・団体職員・公務員」が 41.4％と最も多く、ついで「自営業主・家族従業」が

14.6％、「無職」が 14.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 現在お住まいの地域をお答えください。（○は１つ） 

「赤坂」が 48.7％と最も多く、ついで「南青山」が 39.8％、「北青山」が 9.3％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本

94.2%

日本以外

3.3%

無回答

2.4%

N=452

自営業主・家族従業

14.6%

会社員・

団体職員・

公務員

41.4%

アルバイト・

パートタイマー

7.7%

家事専業

13.3%

学生

1.8%

無職

14.6%

その他

6.0%

無回答

0.7%

N=452

元赤坂

1.5%

赤坂

48.7%
南青山

39.8%

北青山

9.3%

無回答

0.7%
N=452
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問６ 家族構成についてお答えください。（○は１つ） 

「２世代（親と子）の世帯」が 42.3％と最も多く、ついで「夫婦のみの世帯」が 29.9％、「単

身世帯」が 21.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 現在のお住まいについてお答えください。（○は１つ） 

「持家（マンション）」が 40.0％と最も多く、ついで「民間の賃貸マンション・アパート」が

24.1％、「持家（一戸建）」が 18.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単身世帯

21.0%

夫婦のみ

の世帯

29.9%

２世代

（親と子）

の世帯

42.3%

３世代

（親と子、孫）

の世帯

3.8%

その他

2.4% 無回答

0.7%

N=452

持家

（一戸建）

18.1%

持家

（マンション）

40.0%

借家

（一戸建）

0.9%

民間の賃貸マンション・

アパート

24.1%

都営住宅・区営住宅・

区立住宅

8.2%

ＵＲ（旧公団）・

公社の賃貸住宅

0.4%

社宅・

公務員宿舎

5.5%

寮・寄宿舎・

住み込み・

間借り

0.7%

その他

1.3%

無回答

0.7%

N=452
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問８ 現在の赤坂地区への通算居住年数についてお答えください。（○は１つ） 

「30年以上」が 23.5％と最も多く、ついで「10年以上 20年未満」が 20.4％、「５年以上 10

年未満」が 17.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 赤坂地区の住みよさについてどのようにお考えですか。（○は１つ） 

「住みよい」が 46.7％と最も多く、ついで「まあまあ住みよい」が 33.2％、「普通」が

11.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年未満

6.0%

１年以上３年未満

11.3%

３年以上５年未満

10.6%

５年以上10年未満

17.3%10年以上20年未満

20.4%

20年以上30年未満

10.6%

30年以上

23.5%

無回答

0.4%

N=452

住みよい

46.7%まあまあ

住みよい

33.2%

普通

11.3%

やや住みにくい

6.4%

住みにくい

2.0%
無回答

0.4%

N=452
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問 10 知り合いや親戚に赤坂地区に訪れることをお勧めしたいと思いますか。 

（○は１つ） 

「お勧めしたい」が 54.9％と最も多く、ついで「どちらともいえない」が 37.8％、「お勧めし

たいと思わない」が 6.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お勧めしたい

54.9%

どちらとも

いえない

37.8%

お勧めしたいと

思わない

6.6%

無回答

0.7%

N=452
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問 11 お勧めしたい具体的な場所とその理由をお答えください。 

 

 場所 件数 主な理由（原文ママ） 

１ 東京ミッドタウ

ン 

54 

・おしゃれで都会的であるから。 

・買い物もでき、公園でもゆっくりできるため。 

・季節ごと多くのイベントが有り家族皆で楽しめる広場、食事処

が有る。 

・夜も明るく安心、静か。スーパー色々、買い物困らない。 

・広すぎず緑があり落ち着いて買い物食事が楽しめる 

２ いちょう並木 

14 

・緑の中を散歩したり、お茶を飲んだり、都心にいてゆったりし

た時を過ごせる。 

・くつろげる、季節感がある、自然とふれあえる、都会の中の自

然だから安心感がある。 

・秋の紅葉がきれいだから。 

・美しい並木の景観。 

・のんびりできる。 

３ 表参道 

11 

・明治神宮など活気がある。 

・世界から人が集まりファッション・食の中心地で活気があるか

ら。 

・すてきなお店やレストランが多い。 

４ 南青山 

10 

・利便性がよい。治安がよい。 

・住宅が多く静か。駅にもほぼ近い。 

・交通の便が良い、緑が多い。 

５ 神宮外苑 
9 

・四季折々の風景、都の数少ない緑地、観光資源。 

・都心でありながらゆったりと過ごせる。 

６ 青山霊園 
9 

・みどりが多くいやされるスポットが多いから。 

・静かで春は桜が綺麗だから。 

７ 檜町公園 
9 

・芝生もあり広々としたゆとりのある空間なのですばらしい。 

・四季の移ろいを感じられるから。 

８ 赤坂サカス 

8 

・イベントの際は、大人も子供も楽しめる為。 

・赤坂には落ちついた大人が楽しめる場所が多く魅力にあふれて

いる。 

９ 氷川神社 
8 

・静かでやすらげる。 

・都心のオアシス 

10 赤坂全域 
7 

・赤坂という街を知ってもらいたい。 

・おいしい飲食店が多いため。 
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問 12 地域・コミュニティにおける活動のうち、参加している活動について、当てはまる

もの全てに○を付けてください。 

「特に地域・コミュニティにおける活動に参加していない」が 56.6％と最も多く、ついで「地

域（自治会・町会等）で開催される祭り、催事等への参加」が 16.6％、「スポーツ・趣味・娯楽

等」が 12.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13 港区では、区民により身近な場所で、多様な区民のニーズを把握し、責任を持って

地域の実情を踏まえた施策を展開していくため、平成 18年 4月、「区役所・支所改

革」により、芝、麻布、赤坂、高輪、芝浦港南の５つの総合支所を設置しています。

赤坂地区総合支所はご存知でしたか。（○は１つ）  

「はい」が 87.4％と最も多く、ついで「いいえ」が 12.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16.6 

12.4 

6.4 

5.5 

5.1 

4.2 

2.9 

56.6 

10.2 

0% 20% 40% 60%

N=452

地域（自治会・町会等）で開催される祭り、催事等への参加

スポーツ・趣味・娯楽等

町会・自治会の役員活動等（管理・運営）

その他の団体による活動

PTA活動

ボランティア・NPO・地域活動等

行政が主催するテーマ別のコミュニティ活動

特に地域・コミュニティにおける活動に参加していない

無回答

はい

87.4%

いいえ

12.4%

無回答

0.2%
N=452
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問 14 赤坂地区総合支所では、地区の将来像の実現に向け、地域の魅力をより高め、地域

の課題や特性に応じて独自に取り組むべき「地域事業」等を記載した「港区基本計

画 赤坂地区版計画書」を作成しています。 

「港区基本計画 赤坂地区版計画書」はご存知でしたか。（○は１つ）  

「いいえ」が 89.4％と最も多く、ついで「はい」が 9.7％となっています。 

 

 

 

 

 

  

はい

9.7%

いいえ

89.4%

無回答

0.9%

N=452
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 ２ 赤坂地区における取組について 

 問 15 現在、赤坂地区総合支所では、赤坂地区版計画に基づき、独自に事業（地域事業）

を実施しています。別紙「赤坂地区総合支所が独自に取り組む地域事業」をご参照

いただき、各事業について、お考えに近い項目を選んで○を付けてください。 

 

【期待】 

区民が取組を進めてほしいと感じる地域事業は「看板パトロール」が最も多く 68.8％、ついで

「赤坂・青山中高生共育事業」が 64.4％、「高齢者ふれあい支援事業」が 59.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

68.8 

42.0 

45.1 

55.5 

22.8 

59.1 

64.4 

41.8 

59.7 

41.4 

17.0 

38.3 

33.6 

26.3 

41.6 

25.0 

19.2 

35.4 

24.3 

34.3 

4.2 

8.2 

10.0 

7.3 

24.1 

4.6 

5.1 

11.1 

5.5 

13.5 

10.0 

11.5 

11.3 

10.8 

11.5 

11.3 

11.3 

11.7 

10.4 

10.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

看板パトロール

～置き看板ゼロ作戦～

地域デビューの集い

もっと知りたい赤坂・青山

赤坂・青山国際化プロジェクト

赤坂・青山マイホームタウンプロジェクト

よちよち子育て交流会

赤坂・青山子ども中高生共育（ともいく）事業

広げよう交流の輪

～全国連携を通した子どもたちの交流体験～

高齢者ふれあい支援事業

赤坂・青山シニアファッショニスタ

～自分らしく素敵に～

取組を

進めてほしい

どちらとも

いえない

取組を

進めてほしいとは

思わない

無回答
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【共感】 

区民が共感できると感じる地域事業は「看板パトロール」が最も多く 67.9％、ついで「赤坂・

青山中高生共育事業」が 61.9％、「よちよち子育て交流会」が 59.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67.9 

41.2 

45.4 

55.3 

23.2 

59.5 

61.9 

39.8 

58.6 

40.7 

13.3 

34.3 

30.8 

21.9 

35.0 

20.4 

17.9 

33.8 

20.8 

30.3 

4.2 

8.0 

8.6 

7.3 

26.1 

4.9 

4.6 

11.1 

5.8 

13.7 

14.6 

16.6 

15.3 

15.5 

15.7 

15.3 

15.5 

15.3 

14.8 

15.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

看板パトロール

～置き看板ゼロ作戦～

地域デビューの集い

もっと知りたい赤坂・青山

赤坂・青山国際化プロジェクト

赤坂・青山マイホームタウンプロジェクト

よちよち子育て交流会

赤坂・青山子ども中高生共育（ともいく）事業

広げよう交流の輪

～全国連携を通した子どもたちの交流体験～

高齢者ふれあい支援事業

赤坂・青山シニアファッショニスタ

～自分らしく素敵に～

共感できる どちらとも

いえない

共感できない 無回答
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問 16 赤坂地区の地域事業に関する計画づくりや実施について、参画したいと思うものは

ありますか。当てはまるもの全てに○を付けてください。 

「参画したいと思う地域事業はない」が 41.8％と最も多く、ついで「赤坂・青山国際化プロジ

ェクト」が 15.5％、「もっと知りたい赤坂・青山」が 10.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 問 16 で、「参画したいと思う地域事業はない」とお答えになった方にお聞きしま

す。その理由はどのようなものですか。当てはまるもの全てに○を付けてください。 

「時間がとれない」が 49.3％と最も多く、ついで「活動内容が身近なものではない」が

23.4％、「活動を知らなかった」が 18.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

49.3 

23.4 

18.9 

14.9 

11.9 

10.0 

7.5 

10.4 

5.5 

0% 20% 40% 60%

N=201

時間がとれない

活動内容が身近なものではない

活動を知らなかった

活動に関心が無い

活動内容が分かり難い

他のメンバーと打ち解けられるか不安

参画の方法が分からない

その他

無回答

15.5 

10.8 

10.4 

10.0 

6.0 

6.0 

5.8 

5.5 

5.1 

4.0 

41.8 

15.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N=452

赤坂・青山国際化プロジェクト

もっと知りたい赤坂・青山

高齢者ふれあい支援事業

赤坂・青山子ども中高生共育（ともいく）事業

赤坂・青山マイホームタウンプロジェクト

広げよう交流の輪～全国連携を通したこどもたちの交流体験～

よちよち子育て交流会

地域デビューの集い

赤坂・青山シニアファッショニスタ～自分らしく素敵に～

看板パトロール～置き看板ゼロ作戦～

参画したいと思う地域事業はない

無回答
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問 18 区や赤坂地区総合支所からの住民参加の呼びかけとして、どのような方法が適当で

あるとお考えですか。効果が高いと思うもの３つに○を付けてください。 

「広報「みなと」」が 48.7％と最も多く、ついで「港区ホームページ」が 37.2％、「赤坂地区

総合支所が発行している地域情報紙「ＭＹタウン赤坂青山」」が 36.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ あなたが生活する周辺の地域について 

問 19 近所の住民との近所づきあい・交流はどの程度ありますか。（○は１つ） 

「顔を合わせれば挨拶を交わす程度」が 47.3％と最も多く、ついで「近所づきあい・交流はな

い」が 19.2％、「立ち話をする程度」が 16.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

48.7 

37.2 

36.3 

25.4 

16.6 

15.9 

14.2 

9.7 

7.3 

6.6 

2.7 

6.6 

11.7 

0% 20% 40% 60%

N=452

広報「みなと」

港区ホームページ

赤坂地区総合支所が発行している地域情報紙「ＭＹタウン赤坂青山」

ＳＮＳ（Facebook、Twitter等）

掲示板

区が発行している印刷物（パンフレット・ちらし等）

タウン誌やミニコミ誌

回覧板

知人から

町会・自治会などの団体の集まり

区役所に直接問合せ

その他

無回答

互いに家を行き来し、

生活面で親しく協力し合い、

緊急時の連絡先を知る程度

7.5%

玄関先でお土産や

おすそわけをする程度

9.1%

立ち話をする程度

16.2%

顔を合わせれば

挨拶を交わす程度

47.3%

近所づきあい・

交流はない

19.2%

無回答

0.7%

N=452
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問 20 近所の方との信頼関係についてお答えください。（○は１つ） 

「あまり頼りにしていない」が 34.5％と最も多く、ついで「ある程度頼りにしている」が

30.8％、「全く頼りにしていない」が 29.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21 お住まいの地域にとって課題とお考えになっていること、またお困りになっている

こと、または必要性が高いとお考えの取組は何ですか。当てはまるテーマ全てに○

を付け、具体的なご意見をご記入ください。 

「まち・環境の美化」が 22.8％と最も多く、ついで「地域の防犯」が 21.0％、「商店街・産業

の活性化」が 19.9％となっています。 

  

頼りにしている

4.9%

ある程度

頼りにしている

30.8%

あまり頼りに

していない

34.5%

全く頼りに

していない

29.4%

無回答

0.4%
N=452

22.8 

21.0 

19.9 

19.2 

15.3 

14.6 

13.7 

13.5 

13.1 

12.2 

9.3 

7.3 

6.6 

6.2 

6.0 

4.9 

6.4 

29.4 

0% 10% 20% 30% 40%

N=452

まち・環境の美化

地域の防犯

商店街・産業の活性化

地域の防災

都市の再開発やまちづくり

高齢者施策

地域交通

子ども施策

環境保全・緑化

バリアフリー

地域コミュニティづくり

生涯学習・スポーツ

国際化

健康づくり・保健

障害者施策

歴史・文化

その他

無回答
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問 22 最後に、赤坂地区総合支所の取組やその他の地域の課題についてなど、ご意見がご

ざいましたら、ご自由にご記入ください。 

 

〈一部抜粋〉 

区、支所の取組について 

支所によく伺いますが、説明書類を取るのに時間がとてもかかり待たされます。職員を増やすなり、

もう少し手際良く出来ないのかと思います。ただ、案内係の女性職員の方はとても親切で気がきき、

いつも感心しています。 

赤坂地区の支所の取組みやその他の活動が在る事を知るチャンスが有りません。 

今までこんなに地域の取りくみがあるとは知りませんでした。とても好感がもてるものばかりでした。

ただ、路上喫煙への対策も行ってほしいです。あたり前の事を知らない方もいるので看板やマークで

知らせたり、取りしまってほしいです。そして公園の路上生活者も放置せずに対応して頂きたいです。

子供が遊びづらいですし、「何もしない区」というイメージをもたれます。少しずつ問題が解決して

より良い地域になればと思います。 

土曜日の営業をしてほしい。 

より住み易い地域への取組みをお願いします。 

何度かお伺いしますが対処が早く親切に対応して頂いております。 

商業地域と住民とがうまく折り合っているのか不安に思うこともあり、むしろ行政の施設を多地域に

配置して、融和が図れると良いと思う。 

南青山にも港区の行政サービスが利用できる施設があるべき（赤坂地区総合支所は遠くて不便なの

で）。 

いつも赤坂地区をきれいにすること、ありがとうございます。これからも、期待しております。宜し

くお願い致します。 

総合支所に転入届を提出に行った際の対応は良かったです。行政サービスはとても質の高いものだと

感じていますので、引き続き頑張っていただけたらと思います。 

赤坂地区総合支所の取組みについてはかねてから評価しています。更にがんばって下さい。 

あまり活動には参加していませんが、総合支所内のヘルシーナ活用させていただいてます。スポーツ

系の活動があってもいいかもしれないと思いました。また、取り組みは年配の方と子育て世代向けが

多い印象を受けました。Ｎｏ．８の共育事業は大人向けでもおもしろうそうと思いました。 

赤坂地区総合支所が取り組んでいただいている各地域事業はどれも大変すばらしいものと思います。

今後とも各事業の費用対効果をしっかりと確認していただき、フォローアップしていただきたいと思

います。 

今一つ、赤坂地区総合支所の顔が見えない。開かれた、又、住民にアピールする組織になっているの

か？ 

区役所窓口や手続きの電子化、効率化。健診のお知らせや、子育て関連の郵便物が多く煩雑。ハンコ

押印の廃止（申請時と同じハンコの使用は意味がない） 

住環境について 
アンケートをありがとうございます。赤坂は繁華街、ビジネス街、住居と兼ね備えており、バランス

が良い街で好きです。強いて言えば、スーパー等買物する場所が限られており、住み易い所ではない

ですね。とは言え、便利な立地で助かっています。これからも引き続きよろしくお願いします。 

大変住みやすい町ですが、買い物に大変不自由しています。犬の散歩する人がふえていますが、フン

の始末が出来ていない人がおおく、こまります。 

中学や小学校などのグラウンドを老若男女問わずもっと積極的に開放してほしい。 
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赤坂に住んで３年半になります。六丁目→九丁目で生活してきましたが、本当に住みやすく満足して

います。この街の魅力を維持し、さらに向上できる様がんばっていただきたいです。また私自身も本

年還暦をむかえましたので、ボランティア等で御協力させていただければと思います。 

ブランド街と住宅地が入り交った地域は他にはなく、他の高級住宅街と比較しても大変魅力的な街だ

と思います。きれいに整備されすぎた芝浦、雑多な赤坂、住宅だけの麻布といった地域は他にもあり

ます。青山の最高の雰囲気を持続させてほしい。 

いろんなことを工夫してやっていただいていると思います。しかし、身近なものがなく、参加できそ

うな取組もないので、だれもが参加できる習い事のようなものをふやしていただけたらと思います。

前にも書きましたが、暮らしていく上での食料品、衣料品などがかえる大型スーパーを作っていただ

きたい。飲食店も入れば、そこでの利用がふえると思います。土地柄もあると思いますが、そういう

施設も必要だと思います。買いものも電車に乗っていかないといけないのでとても不便です。あと、

防災について地震などの際の赤坂地区としての対策もすすめていただきたいと思います。実際に起き

た場合とても不安です。住民のほとんどが避難できる施設があるのか？など、もう１度くわしく細か

く対策をとっていただきたいです。よろしくお願い致します。 

歩きタバコをなくすような取組を希望します。 

外苑駅３出口前にあった喫煙場所がなくなり、タバコパトロールが歩く。きれいな街づくりも良いが、

生活する者の目線は無視されている。サラリーマンのタバコは路地スミに捨てられ、その掃除を居住

者がしている。「吸わせない」ではなく、一定の場所を設置し働く人と居住者の共存も考えるべきで

はないかと思う。 

広尾にある公園のように、ミニアスレチックがほしい。新宿中央公園ぐらいのものができれば最高で

す！！！安いスーパーマーケットがあればうれしいです！近所の方はとても優しく親切にあいさつし

てくださり、とても住みやすいです！高橋是清公園にうんていやジャングルジムがあると嬉しい。 

赤坂はほんとうに住み良く、秩序もとても良く、困ったりいやな思いはほとんどしません。最近放置

自転車も目につかず、歩行、運転にも危険がなくなっています。これは港区の職員様全員の「良くし

よう」と言う思いだと思います。日々の地域への思いに感謝しています。 

タバコの歩行しながらのポイすて。禁煙はまもられていない。とにかくゴミをあちこちに置きすて、

ほんとうにきたない。ハトやのらネコにえさをあげると、その場所に居つくのでやめてほしい。 

道中の椅子が少ない。坂が多いからもっと歩きやすい方法があれば助かる。 

まちづくりについて 
新築のビル等には、緑地帯の設置、ソーラーシステムの設置を義務づける。 

赤坂、青山地区はちょっと特殊な地区だと思います。この街とくらべられる所は世界を探してもない

と思います。唯一無二の街だと思うし、これからさらにそうなっていくと思う。永く住んでいる私で

さえ未来を想像出来ない街になっていくと思う。近所づきあいなども、一般的なおとなり同士のつき

あいより店主や美容室、クリニックの方との交流が深い気がします。何かあっても近所の人に助けを

求めるより、マンションの管理人やコンシェルジュなどに助けを求めます。ご近所より、コンビニの

店の人、よく出入りするその地区担当の宅急便の方などの方が名前を知られています。 

皆様方のおかげで住易い街になっていると思います。１０人いれば１０の意見が出てきます。単純に

最大公約数で施策を決めるのではなく、弱者対応を中心に進められたら良いと思う。若人はあまりに

ルールを無視していると思う。・スマホを操作しながら歩いたり。・自転車の荒いのり方。・タバコを

道路で吸っていたり、歩きタバコをしている。若人がちゃんとルールを理解しているのか不安→常識

がなさすぎる。 

長期的な「街づくり計画」。歴史的にも残すべき地域空間、開発すべき地域を明確にして、必要以上

の高層ビル、集合住宅を厳しく制限する。広場の確保（防災の観点から）、消防等の観点から「堅牢な

建物」造り（ハード・ソフト両面から）に真剣に取組んで欲しい（区民全員で目標を達成したい！）。

日々の尽力に感謝「ありがとうございます」。Ｐ．Ｓ．可能であれば、今こそ「赤坂御所」の一部でも

国民（区民）への開放も（一定期間でも）提案することも大切と考えます。 

イチョウ並木の所に店ができると聞きました。イチョウの木は切ってしまうのか…。静かな場所がど

んどんへっているように思う。 

弱者に優しい町づくりを推進。 
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治安に関して、広尾や麻布にくらべ赤坂はガラが悪い気がします。マンションもふえ子育て世代もふ

えてきたので、不安があります。健全なまちにしたいです。 

赤坂地区が高齢者にとって安心して暮らせる街づくりを期待します。具体的には、民間の介護支援サ

ービス、生活支援サービス、家事サービスの活動を推進できる支援を考えて頂きたい。港区でのビジ

ネス活動のランニングコストが高いことがその理由です。 

情報発信について 
・この意識調査を行うまで、地域の取り組みについて知らなかったので、もっと告知に力を入れても

良いのではと思いました。・コミュニケーションの１つとして色々なサークルがあるとおもしろいと

思います！南青山に住んでもうすぐで１年になります。今後積極的に参加出来たらと思います。 

地域の情報誌は拝見してます。参考にしてます。お店の紹介や歴史の紹介、観光地の紹介をして欲し

い。 

もっとＳＮＳを活用して、紙の印刷物を減らしてほしい。 

子ども関連のイベントについて、地域の公立小中高に通っていないと情報を得られないものが多いで

す。住民としては参加できるものはしたいので、公的な情報源として発信して下さい。 

どのような活動をしているのかわからず生活しています。子どもだけでなく、平日日中など大人が参

加できる講座やスポーツなどがあるとよいのでは…。 

赤坂と青山は居住者の性格がかなり違うと感じています。また、都市景観もかなり異なっていると考

えられます。 

ほとんどの人は印刷物をもう読みません。より多くのデジタルコンテンツを使用します。ビデオ/ビジ

ュアルによるコミュニケーション方法は、より費用がかからず、より効果的です。NPO や地域コミュニ

ティグループと提携することをお勧めします。 

発信力がやや弱い印象を受けます。魅力的な企画、勉強会などの情報があれば参加したいと思います。 

様々な取組みを実施されているが、今一つ認知度が低いと思います。区の施設等に行くと多くの情報

はありますが、行かない方々への情報発信をどうするかだと考えます。費用が掛かるかも知れません

が、「情報誌」を毎月自宅ポストに入っていれば、コンテンツに魅力があれば必ず読み、活動の一歩

になる契機になると思います。 

子ども、子育て世帯向け施策について 
赤坂地区で子育て世代が増えていることを実感しています。未就学児対象の支援と講座は充実してい

るように見受けられます。しかし小学生以上の支援は少ないと思います。各家庭の習い事活動に委ね

られることになりますが、体を動かす場所・サークルなどがもっと増えて欲しいと思います。 

元赤坂・赤坂見附に子供向けの習い事をさせる場所がない。区内の子供向けのイベントがほとんど遠

い。 

もう少し子供が育ちやすい、子供を育てやすい環境になればありがたいです。ドラッグストアに子供

用品を増やして欲しいですし、ベビーカーが通りやすくバリアフリーや道幅を広くして頂けたら幸い

です。 

４才の子供がおります。もう少し広く遊べる場所がほしい。麻布の中高生プラザによく行きますが、

赤坂食事もできて、お茶も飲めて、子供も遊べる所が少ないので、あるとうれしいです。 

青山通り沿いにあった、こどもの城に代わる子供達の成長に必要なアクティビティをできる施設を創

って頂きたい。魅力的な場がないと集まらないので、必然的に自由な、自発的な、子ども達同士の交

流が減り、交流目的で外注、学校（幼稚園など）に預けたり、幼児教室に入れる家庭が多い。異常な現

象が起きている。親と子が一律となって楽しめる場が必要と思います。特に、近所の交流の乏しい港

区だからこそ、そういった場がないのは、とても子供の発達（心身共に）には良くない。早急にすす

めて頂きたく、お願い申し上げます。長期不在にて、返送遅くなり申し訳ございません。 
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地域コミュニティについて 
表参道に児童福祉施設ができるのですが、せっかく地域にできるので協力したりコミュニティを作れ

るものがあればもう少し広報してほしい。協力の仕方がわからない。 

各支所でのおまつりやイベントを多くしてほしい。 

空いている場所をうまく利用して、マルシェのようなものがもっと開催されてほしい。地域の人がか

かわる場にもなり得ると思う。 

住民同志も子供達も学校が私学だったりすると、なかなか顔を合わす事すらない状況です。大きな災

害があったら…と思いつつ、お隣りとも話す事も無いです。行政だけでなく、企業もいっしょに様々

な企画を行うのも楽しいと思います。スポーツ施設などは新規で作らなくても区民（ご近所）ビジタ

ー割引とかあったら楽しんでいけると思います。 

ある街に週１回だけオープンするコーヒー屋があります。自治体が有志で始めた店のようで、特別お

しゃれな店でもありませんが、だれでも自由にふらりと飲める１杯\１００のコーヒーやです。最初は

２～３人でしたが、だんだん人が集まるようになり、開け放しのドアからコーヒーの香りと人の声が

あふれだして、今ではすっかりステキな雰囲気になりました。そんな場を作ってもいいと思います。 

土曜、日曜など休日に赤坂小学校など利用して、地域の人々が交流できる場をもっと作った方が良い

と思います。いわゆる「集会場」がないのが、人々の交流をなくしていると思います。 

高齢者施策について  
高齢者と銘打たれたプロジェクトは参加しづらいです。支所内等にラウンジとフリースペースの中間

的な入りやすい場所等作れませんか？ 

高齢者が単に集うだけでなく、過去の経験を生かして何か形のある物（施設等）を創らせ続ける事。 

赤坂高齢者支援センター（？）から何年か１回たずねてくるが、玄関先でちょっと言葉を交わす位で

ある。もう少し年配の方が親しみをもってたずねてきて、いろいろ話ができるような人がきてほしい。

例えば配食サービスの有無とか、高齢者支援の話とか、これからの心配事について話したり、情報を

聞きたい。 

どんどん高齢化が進んでいるので、早急に対応して欲しい。一人暮らしの高齢者が多く、歩行も困難

です。サポートが必要な方々への対応を期待してます。 

寝たきりや一人暮らし高齢者へのサービス、見守り、交流活動の支援が必要。夜間の地域防犯に努め

て欲しい。様々なボランティア活動のできる場を増やすべき。健康支援にかかわる活動を増やしてほ

しい。災害時の対策強化。スーパーマーケットが少なく不便。なんとかして。 

交通、道路について  
車道の端に単にペンキで塗られた自転車道では安全性に欠ける。車を運転する側からもマナーの悪い

自転車は危なっかしい。自転車交通ルールを徹底するなどの対策も行ってほしい。 

バスの数があればよい。 

特に駅付近の放置自転車を減少させるために、駐輪場の設置等を含めて課題になると思います。 

アンケートについて 
大変なお仕事だと思いますが、期待しています。高齢社会と少子化は避けられませんが、だからこそ

の知恵の結集が必要であると考えます。港区、赤坂地区総合支所がモデルケースとなって、日本の地

域活性化、地方創成の推進役となることを期待します。あとアンケートは手書きからウェブ化をお願

いします。 

その他  
妻は現在８３才です。身体傷害者３級です。現住所から赤坂支所まで徒歩４分位ですが、６階のヨガ

教室を毎日訪問し、体をきたえています。この様な施設、指導者の先生等、維持管理が大変と思いま

すが、お陰様で始めて１ヶ月くらいですが体調は非常に良好です。感謝しております。 

大分以前のことになりますが、総合支所制度になって、区と住民の距離がかなり近くなったと思って

おります。今後も、住民の目線に立って、企業とも共存した（会社も多くあるので）、地域行政を期待

してます。一つ単純な疑問ですが、赤坂地区には青山も入っていると思います。名称も、「赤坂・青山

地区」が適切と思いますが、現状では、「青山」の名前も広く知られています。 



 

 


